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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,602 1.8 618 △2.3 593 △10.0 373 5.4
22年3月期第2四半期 2,556 △5.4 633 4.5 659 4.8 354 7.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 37.61 ―
22年3月期第2四半期 35.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 8,679 7,754 89.3 780.97
22年3月期 8,632 7,510 87.0 756.46

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,752百万円 22年3月期  7,509百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 12.00 22.00
23年3月期 ― 10.00
23年3月期 

（予想）
― 12.00 22.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,950 △2.2 750 △37.3 750 △37.5 350 △48.1 35.25



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 なお、上記予想に関する事項は【添付資料】３ページ「１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報」(３)連結業績予想に関する定性的情報を参照してく
ださい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,649,000株 22年3月期  10,649,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  722,458株 22年3月期  722,390株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  9,926,564株 22年3月期2Q 10,009,978株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

       当第２四半期連結累計期間の国内経済は、一部で持ち直しもみられるものの、円高の進行、海外経済の下振れ懸

念、失業率の高水準、物価動向は緩やかなデフレ状況などの経済を下押しする要因があり、引き続き厳しい状況に

あります。 

       当社グループを取り巻く事業環境につきましては、電気通信事業者協会の調べにおける平成22年９月末現在で

は、携帯電話の契約数は115百万台（前年同期比5.3％増）となっており、その内、第三世代携帯電話の契約数は

113百万台と全体の契約数の98.1％を占めております。また、携帯電話の技術の進化や家庭用ビデオゲーム機の新

型の携帯型ゲーム機の発売の決定により、顧客ニーズの変化など事業環境は激しく変化しております。 

        このような経営環境下におきまして、当社グループの中長期の経営方針を「新たな成長へのチャレンジ」と定

め、中長期的な収益モデルの育成に注力するため、既存事業及び新規事業において、研究開発費や人員増強に経営

資源を投入してまいります。 

       この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,602,760千円（前年同期比1.8％増）、営業利益

618,620千円（前年同期比2.3％減）、経常利益593,404千円（前年同期比10.0％減）、四半期純利益373,385千円

（前年同期比5.4％増）となりました。 

       なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。 

     （モバイルコンテンツ事業） 

       モバイルコンテンツ事業におきましては、キャラクターを中心にエンターテイメント及びエデュケーションの両

分野の集客力の高いコンテンツを活用しながら、オープンプラットフォーム向けなどの市場環境の変化に対応する

サービスを提供しております。また、顧客あたりの単価の向上を図るため、従量課金によるプレミアムコンテンツ

の提供販売、きせかえ、装飾メール等の成長分野に対するサービスの提供に取り組んでおります。 

       上記の結果、有料・無料を合わせ106サイトを運営しております。業績においては、売上高1,841,408千円（前年

同期比9.1％減）、営業利益661,117千円（前年同期比14.1％減）となっております。 

      （モバイルコマース事業） 

       モバイルコマース事業におきましては、キャラクターに関するモバイルサイト上でのグッズ販売において、魅力

ある商品の安定供給を図りながら、モバイルコンテンツの付加価値向上、顧客あたりの単価の向上、在庫管理を徹

底し、収益性を高める取り組みを行っております。また、ライセンス及びセールスプロモーションビジネスでは、

キャラクターのキャンペーン展開の提案を行っております。 

       上記の結果、売上高180,731千円（前年同期比5.1％増）、営業損失6,494千円（前年同期は2,392千円の営業損

失）となっております。 

      （パッケージソフトウェア事業） 

       パッケージソフトウェア事業におきましては、顧客ニーズの変化を捉え、コアなゲームファン向けのタイトルと

して８年ぶりの新作となる「メダロット」シリーズの新作を発売いたしました。また、「Enjoy！ Diet」シリーズ

では「シェイプボクシング Wiiでエンジョイダイエット！」の国内外での実績を踏まえ、引き続きヘルスケア向

けの新作タイトルの発売に向け開発を進めております。 

       上記の結果、売上高590,293千円（前年同期比59.6％増）、営業利益210,712千円（前年同期比196.2％増）とな

っております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

      ①資産、負債及び純資産の状況  

    当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して47,330千円増加した

8,679,603千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が311,147千円の増加となったものの、売掛金が

146,626千円の減少、投資その他の資産のその他が47,021千円の減少、流動資産のその他が33,331千円の減少、投

資有価証券が30,019千円の減少となったことによるものであります。 

    負債合計は、前連結会計年度末と比較して196,568千円減少した925,489千円となりました。その主な要因は、営

業未払金が91,199千円の減少、未払法人税等が90,851千円の減少によるものであります。 

    純資産は、前連結会計年度末と比較して243,899千円増加した7,754,113千円となりました。その主な要因は、四

半期純利益の影響により利益剰余金が373,385千円増加したものの、剰余金の配当により利益剰余金が119,119千円

減少となったことによるものであります。 

   ②キャッシュ・フローの状況 

    当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、6,666,201千円と前連結会計

年度末より311,147千円の増加となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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    当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況及びこれらの要因は次のとおりであります。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果得られた資金は257,444千円（前年同期比64.4％減）となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純利益702,328千円の増加要因があった一方で、法人税等の支払額358,955千円の減少要因により一部相殺さ

れたことによるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動の結果得られた資金は122,455千円（前年同期比85.3％減）となりました。これは主に、投資有価証券

の売却による収入126,000千円によるものであります。 

   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動の結果使用した資金は48,793千円（前年同期は270,990千円の資金減少）となりました。これは主に、

配当金の支払額48,755千円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績見通しは、平成22年５月12日付の決算短信で公表した数値からの変更はありま

せん。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  簡便な会計処理  

・固定資産の減価償却費の算定方法 

    年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により、四半期連結会計期間又は期首からの累計期間の減価

償却費として計上しております。 

・棚卸資産の評価方法 

    当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

    また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

・経過勘定項目の算定方法 

    固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概算額で計

上する方法によっております。 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

    法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発

生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更   

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ191千円減少し、税金等調整前

四半期純利益は5,682千円減少しております。 

       ・表示方法の変更 

     四半期連結損益計算書関係 

     「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

２．その他の情報
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,666,201 6,355,053

受取手形及び売掛金 1,077,733 1,224,359

商品及び製品 21,249 20,836

仕掛品 7,789 618

原材料及び貯蔵品 54 171

その他 104,013 137,344

貸倒引当金 △38,195 △28,080

流動資産合計 7,838,844 7,710,303

固定資産   

有形固定資産 60,220 66,423

無形固定資産 26,429 27,995

投資その他の資産   

投資有価証券 453,099 483,118

その他 342,769 389,790

貸倒引当金 △41,759 △45,359

投資その他の資産合計 754,109 827,550

固定資産合計 840,759 921,969

資産合計 8,679,603 8,632,272

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,163 17,584

営業未払金 439,669 530,868

未払法人税等 283,292 374,144

賞与引当金 12,879 －

その他 180,484 199,460

流動負債合計 925,489 1,122,058

負債合計 925,489 1,122,058

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,669,000 2,669,000

資本剰余金 2,466,023 2,466,023

利益剰余金 3,108,673 2,854,407

自己株式 △448,523 △448,487

株主資本合計 7,795,172 7,540,943

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △42,751 △31,777

評価・換算差額等合計 △42,751 △31,777

新株予約権 1,692 1,049

純資産合計 7,754,113 7,510,214

負債純資産合計 8,679,603 8,632,272
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,556,635 2,602,760

売上原価 1,169,976 1,160,414

売上総利益 1,386,659 1,442,345

販売費及び一般管理費 753,377 823,725

営業利益 633,281 618,620

営業外収益   

受取配当金 25,420 －

投資事業組合運用益 221 －

貸倒引当金戻入額 － 3,600

その他 14,258 1,676

営業外収益合計 39,900 5,276

営業外費用   

投資事業組合運用損 － 2,946

為替差損 12,121 19,958

持分法による投資損失 － 7,585

その他 1,802 1

営業外費用合計 13,924 30,491

経常利益 659,257 593,404

特別利益   

投資有価証券売却益 － 114,414

特別利益合計 － 114,414

特別損失   

固定資産除却損 4,583 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,490

特別損失合計 4,583 5,490

税金等調整前四半期純利益 654,674 702,328

法人税、住民税及び事業税 125,908 274,407

法人税等調整額 174,552 54,535

法人税等合計 300,460 328,943

少数株主損益調整前四半期純利益 － 373,385

四半期純利益 354,213 373,385
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 654,674 702,328

減価償却費 14,120 11,730

のれん償却額 6,004 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,691 6,515

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,810 12,879

受取利息及び受取配当金 △26,463 △1,156

為替差損益（△は益） 12,121 19,958

投資有価証券売却損益（△は益） － △114,414

投資事業組合運用損益（△は益） △221 2,946

持分法による投資損益（△は益） － 7,585

売上債権の増減額（△は増加） 139,522 146,626

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,154 △7,465

前渡金の増減額（△は増加） 31,986 －

仕入債務の増減額（△は減少） 5,096 △8,420

営業未払金の増減額（△は減少） △120,650 △91,199

未払金の増減額（△は減少） △204,981 △77,618

その他 2,450 4,877

小計 550,316 615,173

利息及び配当金の受取額 29,931 1,226

法人税等の還付額 239,805 －

法人税等の支払額 △97,451 △358,955

営業活動によるキャッシュ・フロー 722,600 257,444

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,391 △6,816

投資有価証券の取得による支出 △3,654 －

投資有価証券の売却による収入 844,193 126,000

無形固定資産の取得による支出 △3,882 －

その他 △1,000 3,272

投資活動によるキャッシュ・フロー 833,264 122,455

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △149,899 △37

配当金の支払額 △121,091 △48,755

財務活動によるキャッシュ・フロー △270,990 △48,793

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,121 △19,958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,272,752 311,147

現金及び現金同等物の期首残高 4,602,025 6,355,053

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,874,777 6,666,201
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 該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業の区分方法  

 事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

 ２．各区分に属する主要な製品 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

     前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

  当社グループは、事業グループごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。 

  したがって、当社グループは、事業グループを基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「モバイルコンテンツ事業」、「モバイルコマース事業」及び「パッケージソフトウェア事業」の３つを

報告セグメントとしております。 

  「モバイルコンテンツ事業」は、モバイルコンテンツの提供を主なサービスとしております。「モバイルコ

マース事業」は、モバイルコマース、キャラクターグッズ製造及びライセンス等を主なサービスとしておりま

す。「パッケージソフトウェア事業」は、家庭用ビデオゲーム機向けソフトウェアの提供を行っております。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

モバイル 
コンテンツ

事業 
（千円） 

モバイル 
コマース 
事業 

（千円） 

パッケージ
ソフト 

ウェア事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円）  

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  2,016,128  170,846  369,660  2,556,635  －  2,556,635

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 9,000  1,152  281  10,433 (10,433)  －

計  2,025,128  171,998  369,942  2,567,069 (10,433)  2,556,635

営業利益(又は営業損失)  769,512  (2,392)  71,129  838,249 (204,967)  633,281

事業区分 事業内容 

モバイルコンテンツ事業 モバイルコンテンツ 

モバイルコマース事業 モバイルコマース、キャラクターグッズ製造及びライセンス等 

パッケージソフトウェア事業 家庭用ビデオゲーム機向けソフトウェア 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント利益（又は損失)の調整額は、セグメント間取引消去△6,882千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△239,832千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に

かかる費用であります。 

   ２．セグメント利益（又は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

      (追加情報) 

      第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

      なお、報告セグメントは、新基準適用後も変更ありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

   （重要な後発事象） 

    当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

     [自己株式の取得] 

      当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため、平成22年10月29日開催の取

締役会において、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、自己株式を取得することを決議い

たしました。 

     (1)取得の方法      市場買付 

     (2)取得する株式の種類  当社普通株式 

     (3)取得する株式の総数  300,000株（上限） （発行済株式総数に対する割合2.82％） 

     (4)株式取得価額の総額  200,000千円（上限） 

     (5)株式取得の日程    平成22年11月１日～平成22年12月17日 

  

モバイル 
コンテンツ 

事業 
（千円） 

モバイル 
コマース 
事業 

（千円） 

パッケージ 
ソフト 

ウェア事業 
（千円） 

計 
（千円） 

調整額 
（千円） 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高                                    

    外部顧客への売上高  1,832,408  180,347  590,004  2,602,760  －  2,602,760

    セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 9,000  384  289  9,673 (9,673)  －

計  1,841,408  180,731  590,293  2,612,434 (9,673)  2,602,760

セグメント利益(又は損失)  661,117 (6,494)  210,712  865,335 (246,715)  618,620

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）その他注記情報
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